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 １  電気回路の故障１（教 P12 ～ 16）

【１】図に示す回路の故障診断に関する記述として，適切なものには○を，不適切なものには×を記入しな�
さい。

図　回路構成

ヒューズ１
（30A）

ヒューズ 2
（10A）

ヒューズ 3
（20A）

スイッチ１

スイッチ２電源

負荷２

負荷３

スイッチ３

Ⓐ Ⓔ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓕ

Ⓖ

Ⓓ Ⓗ

図　回路構成

　１ ．スイッチ１をONにしたときに，ヒューズ２が溶断した場合は，Ⓑ点とⒸ点の線間短絡が考えられる�
が，Ⓑ点とⒽ点との線間短絡は考えられない。

　２ ．スイッチ１をONにしたときに，ヒューズ３が溶断した場合は，Ⓖ点とⒽ点との線間短絡が考えられ
るが，Ⓕ点とⒽ点との線間短絡は考えられない。

　３ ．スイッチ１とスイッチ２をONにした後，スイッチ３をONにしたときに，ヒューズ２が溶断した場
合は，Ⓑ点とⒼ点との線間短絡が考えられるが，Ⓒ点とⒽ点との線間短絡は考えられない。

　４ ．スイッチ１とスイッチ３をONにした後，スイッチ２をONにしたときに，ヒューズ３が溶断した場
合は，Ⓒ点とⒻ点との線間短絡が考えられるが，Ⓓ点とⒼ点との線間短絡は考えられない。

１ ２ ３ ４
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 41  イグニション・コイル〔マイナス駆動回路〕１（教 P160 ～ 163）

【１】イグニション・コイルに関する記述として，適切な場合には○を，不適切な場合には×を記入しなさい。
　１ ．イグニション・コイルは，スイッチング駆動アクチュエータのトランスフォーマに該当し，ステップ・
アップのトランスフォーマが用いられており，自己誘導作用で一次コイルに入力した電圧を相互誘導

作用で二次コイルに発生させている。

１

【２】図１に示すエンジンECU出力回路の信号電圧特性をもつ図２のイグニション・コイルの回路の点検に
関する記述として，適切なものには○を，不適切なものには×を記入しなさい。
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 （駆動アンプ）
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図１　出力回路の信号電圧特性
　　※０V時に一次コイルを駆動

図２　イグニション・コイルの駆動回路構成

　１ ．一次コイル駆動停止条件時のV１とV２の両方に５Vの電圧が発生しない場合，エンジンECUの異常，
イグナイタ（駆動アンプ）の異常，信号線の短絡（地絡）が考えられるが，信号線の断線は考えられない。

　２ ．一次コイル駆動停止条件時のV１及びV２に５Vの電圧が発生しない場合，イグナイタ（駆動アンプ）
の内部異常及びイグナイタ（駆動アンプ）アース線の断線が考えられるが，エンジンECUの内部異常

は考えられない。

　３ ．一次コイル駆動停止条件時のV３に12Vの電圧が発生しない場合，イグニション・コイルの一次コイル
の断線，イグニション・コイルの一次コイルの短絡（地絡），イグナイタ（駆動アンプ）の異常，イグナ

イタ（駆動アンプ）アース線の断線が考えられる。

１ ２ ３
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 ２  機械式油圧センサ（教 P14 ～ 17）

【１】前進４段のロックアップ機構付き電子制御式ATのライン・プレッシャ・センサなどに用いられている
図の機械式油圧センサ回路の異常検知範囲を示したものとして，適切なものは次のうちどれか。
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図　機械式油圧センサの回路構成
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 57  振動・騒音の防止１（教 P291 ～ 293）

【１】次の１～３．に該当するものを，図１の「エンジン・マウンティングの模式図」（Ａ）～（Ｃ）と，図
２の「エンジン・マウンティング・ブラケットの固有振動数」（イ）～（ハ）から，適切なものをそれぞ

れ１つ選びなさい。

図１ （イ）

（ロ）

（ハ）〔ｄＢ〕

〔Ｈｚ〕

振
動
レ
ベ
ル

振動周波数

200 300 400 500 600 700 800

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）
ゴム

重り

重り

図２ （イ）

（ロ）

（ハ）〔ｄＢ〕

〔Ｈｚ〕

振
動
レ
ベ
ル

振動周波数

200 300 400 500 600 700 800

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）
ゴム

重り

重り

　１ ．ダイナミック・ダンパ付き…�図１（　）／図２（　）
　２ ．マス・ダンパ付き……………�図１（　）／図２（　）
　３ ．ダンパなし……………………�図１（　）／図２（　）

１ ２ ３
図１ 図２ 図１ 図２ 図１ 図２

【２】振動と騒音の防止に関する記述として，適切なものには○を，不適切なものには×を記入しなさい。

　　〔ダンパ〕
　１ ．マス・ダンパは，共振系にばね（実際にはゴム）と重りを取り付けることにより，一つの固有振動
数による大きな振動を二つの固有振動数による小さな振動に分散し，振動レベルや音圧レベルを小さ

くするものである。

　２ ．ダイナミック・ダンパは，共振系に重りを直接取り付けることで固有振動数を下げ，共振点からず
らすことにより，振動レベルや音圧レベルを小さくするもので，アクセル・ペダルの振動防止などに用

いられている。

　３ ．ダイナミック・ダンパは，共振系にばね（実際にはゴム）と重りを取り付けることにより，一つの
固有振動数による大きな振動を二つの固有振動数に分散し，振動レベルや音圧レベルを小さくするも

のである。

１ ２ ３
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■ 第２章　圧縮天然ガス自動車
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 ４  動力分割機構及びギヤ・トレーン（教 P18 ～ 19）

【１】図に示すパラレル・シリーズ・ハイブリッド・システムの動力分割機構に関して説明した共線図１～
３に適合する車両の状態を（イ）～（ハ）からそれぞれ１つ選びなさい。ただし，動力分割にはプラネ

タリ・ギヤを利用しており，インターナル・ギヤはモータ及び駆動輪に，サン・ギヤはジェネレータに，

プラネタリ・キャリヤはエンジンにそれぞれ直結又は連結されている。

　　図
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 48  第１章　自動車の種類（教 P18 ～ 23）

　　〔この法律の目的〕
【１】「道路運送車両法」の目的を定めた「道路運送車両法第１条」について，次の文章の（イ）～（ヘ）に

当てはまる語句を語句欄から選び，記号を記入しなさい。

　�　「この法律は，道路運送車両に関し，（イ）についての（ロ）等を行い，並びに安全性の確保及び（ハ）

の防止その他の環境の（ニ）並びに整備についての技術の向上を図り，併せて自動車の整備（ホ）の健

全な発達に資することにより，公共の（ヘ）を増進することを目的とする。」

語句欄
Ａ．環境　　　Ｂ．利益　　　Ｃ．所有権　　　Ｄ．事故　　　　　Ｅ．保全　　　

Ｆ．登録　　　Ｇ．事業　　　Ｈ．保護　　　　Ｉ．福利厚生　　　Ｊ．証明　　　

Ｋ．公害　　　Ｌ．事故　　　Ｍ．災害　　　　Ｎ．騒音　　　　　Ｏ．公証　　　

Ｐ．福利　　　Ｑ．福祉　　　Ｒ．照会　　　　Ｓ．安全性　　　　Ｔ．美化

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） （ヘ）

　　〔定義〕
【２】「道路運送車両法」に関する記述として，適切なものには○を，不適切なものには×を記入しなさい。

　１ ．この法律で「道路運送車両」とは，自動車及び原動機付自転車をいう。

　２ ．この法律で「自動車」とは，国土交通省令で定める総排気量又は定格出力を有する原動機により陸

上を移動させることを目的として製作した用具で軌条若しくは架線を用いないもの又はこれにより牽

引して陸上を移動させることを目的として製作した用具をいう。

　３ ．この法律で「自動車」とは，原動機により陸上を移動させることを目的として製作した用具で軌条

若しくは架線を用いないもの又はこれにより牽引して陸上を移動させることを目的として製作した用

具であって，軽車両以外のものをいう。

　４ ．この法律で「軽車両」とは，人力若しくは畜力により陸上を移動させることを目的として製作した

用具で軌条若しくは架線を用いないもの又はこれにより牽引して陸上を移動させることを目的として

製作した用具であって，政令で定めるものをいう。

１ ２ ３ ４
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